
 

ふなばしタウンレポート 
 

 このレポートは、幅広く市民の皆さまの声をお聞きし、市政に反映するために、  

令和２年９月に実施した「船橋市市民意識調査」の主な結果をとりまとめたものです。 

 船橋市では、魅力あるまちづくりをめざし、市民の皆さまといっしょに今後の施策を

展開してまいりたいと考えております。 
 

＜「船橋市市民意識調査」の概要＞ 

（１）調査対象  船橋市在住の満 18 歳以上の男女 3,000 人 

（２）標本抽出  住民基本台帳からの無作為抽出 

（３）調査方法  郵送法（郵送配布－郵送回収） 

（４）調査期間  令和２年９月 17 日（木）～10 月 12 日（月） 

（５）有効回収数 1,697 人（56.6％） 

◆集計は、小数点第２位を四捨五入してある。したがって、数値の合計が 100.0％にな

らない場合がある。 

◆（ｎ）は、基数となるべき実数であり、設問に対する回答者数である。 

◆回答の比率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出している。したがって、

複数回答の設問はすべての比率を合計すると 100.0％を超えることがある。 

◆本文や図表中の選択肢表記は、場合によっては語句を短縮・簡略化している。 

 
 
 

 

 

（１）性別    （２）年齢    （３）居住地区 

 基数 
構成比 

（％） 
  基数 

構成比 

（％） 
  基数 

構成比 

（％） 

1. 男性 699 41.2  1. 18～29 歳 224 13.2  1. 南部地区 303 17.9 

2. 女性 910 53.6  2. 30～39 歳 271 16.0  2. 西部地区 394 23.2 

(無回答) 88 5.2  3. 40～49 歳 393 23.2  3. 中部地区 209 12.3 

 合 計 1,697 100.0  4. 50～59 歳 379 22.3  4. 東部地区 432 25.5 

    5. 60 歳以上 340 20.0  5. 北部地区 262 15.4 

    (無回答) 90 5.3  (無回答) 97 5.7 

     合 計 1,697 100.0   合 計 1,697 100.0 

 

船橋市 市長公室 市民の声を聞く課 
〒273-8501 船橋市湊町 2-10-25   047（436）2784 

ホームページ    https://www.city.funabashi.lg.jp/ 

メールアドレス  shiminnokoe@city.funabashi.lg.jp 

令和３年２月 

  

回答者のプロフィール 
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（１）船橋市への定住意向 

◇「住み続けたい」と「しばらくは住み続

けたい」を合わせた割合は、８割を超え

ている 

 

 

（１）広報紙やホームページで知りたい情

報 

◇「医療（予防接種、休日診療など）」の

割合が最も高く、４割を超えている 

 

 

 

 

 

 

（１）新型コロナウイルス感染防止対策 

◇「外出する時は、マスクを着用している」

の割合が最も高く、ほぼ全員 

 

（２）生活や心身の変化 

◇コロナ禍で「感染への不安により、スト

レスを感じるようになった」が５割弱 

 

  

３ 新型コロナウイルス感染症の影響について 

医療（予防接種、
休日診療など）

公共施設の利用案内

催し物やイベント、
サークル活動

福祉（給付、貸付、
サービスなど）

地域の気象、防災
（n=1,697）

都市計画や再開発の
まちづくり

（複数回答）

43.8 

38.5 

30.6 

23.6 

17.0 

14.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

外出する時は、マスク
を着用している

こまめに手洗いや消毒
をしている

会食や飲み会を控えて
いる

人が密集する場所を避
けている（密集回避）

必要なとき以外､家から
出ないようにしている

毎日、検温や健康
チェックをしている

公共交通機関の利用の
仕方を気をつけている （n=1,697）

買い物の仕方を気をつ
けている

（複数回答）

98.4 

91.8 

71.9 

70.1 

47.7 

42.8 

37.9 

37.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２ 広報活動について 

感染への不安により、ストレスを
感じるようになった

運動不足になった、または、
体力が落ちた

医療機関や健康診断に
行きにくくなった

親族や知人と会う機会が減り、
孤独を感じるようになった

収入が減ったり、職を失ったりして、
家計が苦しくなった

家族と過ごす時間が長くなり、
ストレスを感じるようになった

休校により、学力の低下や家庭
学習環境の格差が不安になった

（n=1,697）

食生活が乱れた （複数回答）

48.0 

44.7 

44.2 

29.2 

15.4 

12.0 

11.1 

9.4 

0% 20% 40% 60%

１ 住みごこちについて 

n=1,697

できれば

移転したい
4.3%

移転したい

0.6%

無回答

1.1%

住み続けたい

52.8%
しばらくは

住み続けたい
29.1%

わからない

12.1%
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（３）市が進めていくべき取り組み 

◇「行政手続きのオンライン化、電子処理

化」の割合が最も高く、４割を超えてい

る 

 

（４）感染症拡大防止のための医療提供体

制の整備・充実に対する評価 

◇「評価する」と「どちらかと言えば評価

する」を合わせた割合は、６割を超えて

いる 

 

 

 

 

 

（１）コロナ禍における災害時の避難 

◇「安全な自宅での避難を考えている」の

割合が最も高く、５割を超えている 

 

（２）病院前救護所に行くことの認知 

◇震度６弱以上の地震発生時、自力での手

当てが難しいケガを負ってしまった場

合、病院前救護所に行くことを「知らな

かった」人は、８割を超えている 

 

  

n=1,697

どちらかと

言えば
評価しない

3.9%

評価しない

2.0%

無回答

0.5%

評価する

35.9%

どちらかと言えば

評価する
30.4%

わからない

27.3%

３ 新型コロナウイルス感染症の影響について 
 

行政手続きのオンライン化、
電子処理化

避難所の３密対策やアプリを活用
した新たな災害対応

キャッシュレス決済の普及促進

交通ビッグデータの分析による
新たな地域交通体系の整備

オンライン診療・オンライン服薬の
環境整備

（n=1,697）

学校教育におけるデジタル教材や
オンライン学習の導入

（複数回答）

45.0 

34.6 

30.7 

26.4 

23.7 

22.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

n=1,697

無回答

0.6%

知らなかった

86.3%

知っていた

13.1%

４ 災害への備えについて 

安全な自宅での避難を
考えている

避難所は感染の恐れがあるた

め自宅での避難を考えている

最寄りの避難所への避難を
考えている

車で安全な所へ向かい、車中

泊での避難を考えている

親類・友人宅への避難を考
えている

（n=1,697）

宿泊施設（ホテルなど）へ
の避難を考えている

50.5 

25.0 

9.8 

4.1 

3.5 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%



- 3 - 

 

 

 

 

 

（１）車椅子の方がスーパーで商品に手が

届かない場合の声かけ有無 

◇声かけする人の割合は、７割を超えてい

る 

 

（2）車椅子の方がスーパーで商品に手が

届かない場合に声かけしない理由 

◇「お節介になるような気がするから」が

最も高く、５割弱となっている 

 

 

 

 

 

（１）ここ数年でよくなったもの 

（上位 8 項目） 

◇「予防体制の確立」、「医療体制の充実」

が最も高く、２割を超えている 

 

 

（２）力を入れるべきもの 

（上位 8 項目） 

◇「幹線道路、生活道路の整備」が最も高

く、５割近くになる 

 

 

 

５ 障害のある人への意識について 

６ 市の施策について 

各種検診や予防接種など予防体制の確立

保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 の 連 携 、 地 域
医 療 ・ 救 急 医 療 体 制 の 充 実

下水道の整備など汚水処理体制の充実

産 品 ブ ラ ン ド ・ 観 光 情 報 の 発 信、
イベントの実施などまちの魅力の創出

保 育 園 、 子 育 て 相 談 な ど の
子 育 て 支 援 の 充 実

駅 周 辺 地 区 の 整 備 や 土 地 区 画
整 理 事 業 な ど 市 街 地 の 整 備

公 園 や 緑 地 、 街 路 樹 な ど
豊 か な 緑 の 保 全 と 創 出

イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 行 政
サービスなど高度情報社会の構築

（n=1,697）

（複数回答）

21.3 

21.2 

17.3 

16.6 

15.1 

13.4 

10.8 

9.7 

0% 10% 20% 30%

交通渋滞の緩和や歩行者・自転車利用者の安

全に配慮した幹線道路、生活道路の整備

保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 の 連 携 、 地 域
医 療 ・ 救 急 医 療 体 制 の 充 実

保 育 園 、 子 育 て 相 談 な ど の
子 育 て 支 援 の 充 実

駅 周 辺 地 区 の 整 備 や 土 地 区 画
整 理 事 業 な ど 市 街 地 の 整 備

高 齢 者 の 生 き が い づ く り や
在 宅 ・ 介 護 サ ー ビ ス の 充 実

公 共 交 通 の 充 実 な ど 誰 も が
使 い や す い 都 市 交 通 の 確 立

避難所の整備、自主防災組織の支援、
施設の耐震化など災害対応の充実

公 園 や 緑 地 、 街 路 樹 な ど
豊 か な 緑 の 保 全 と 創 出

（n=1,697）

（複数回答）

48.0 

27.0 

17.9 

17.1 

16.3 

15.8 

14.0 

13.8 

0% 20% 40% 60%

n=1,697

いいえ

5.7%

無回答

1.7%

はい

75.2%

わからない

17.4%


